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休眠預金活用事業「令和 6 年能登半島地震の被災地への住民帰還対策緊急プロジェクト」 

公募結果について 
 

⼀般社団法人居住支援全国ネットワークは、休眠預金等活用法に基づく資金分配団体に採択され、2025年

度緊急枠として、「令和 6 年能登半島地震の被災地への住民帰還対策緊急プロジェクト」の公募を実施しま

した。その公募結果と採択団体の事業概要等について、以下のとおり公表します。 

 

記 

 

１ 助成事業の内容 

（１）当事業の目的 

本事業では、令和 6年能登半島地震及び能登半島豪雨の被災地において、仮設住宅等を退去する 

被災者らが住み慣れた故郷に戻れる選択肢を示すことで、住民の帰還を促し、被災地の復興が円滑に進むこ

とを目的としています。 

 

（２）支援内容 

①資金助成 

  ・事業期間中における１団体あたりの助成上限額は以下のとおりです。 

福祉サービスの再建または新規開所を行う事業者の場合、助成上限額は 1億円 

新たな住まいのあり方の提案を行う事業者の場合は、以下のとおりです。 

改修の対象となる建物が 1件の場合、7,000 万円を上限とします。 

改修の対象となる建物が 2件以上の場合、1億円を上限とします。 

 

②非資金的支援 

福祉サービスの再建または新規開所を行う事業者の場合 

・開所した福祉サービスの経営を軌道にのせ、収支を安定させるための経営的助言 

・災害ケースマネジメントに基づいた居住支援相談を行うための研修及びノウハウ移転 

 

新たな住まいのあり方の提案を行う事業者の場合 

・モデル住宅の経営を軌道にのせ、収支を安定させるための経営的助言 

・災害ケースマネジメントに基づいた居住支援相談を行うための研修及びノウハウ移転 

 

共通事項 

・地域の自治体や多様な機関と連携を図るためのつなぎやコーディネート支援 

・地域の士業や専門家と連携を図るためのアドバイスやつなぎ支援 

・資金分配団体の居住支援の専門家チームによる活動サポートや専門的アドバイス 

・資金分配団体との定例ミーティングによる進捗確認と情報交換、事務手続きサポート 

・実行団体集合会議、資金分配団体や審査委員等との意見交換会の開催 

・助成事業の評価活動サポート（アウトカムやアウトプットの設定・指標測定等のアドバイス） 

・その他、本事業を効果的にするための実践的支援 

 

（３）助成期間 

2026年 3月～2027 年 2月末（最長 1年で、期間は実行団体によって異なる） 

 

２ 応募状況 

（１）公募期間 

2025年 10月 6日〜2025年 12月 8日 17:00   

 

（２）応募総数 

     11件  

 

３ 審査委員会 

（１）開催日 

2026年 1月 21日 13:30～16:00 1次審査     

2026年 2月 6日   9:00～12:00 2次審査       
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（２）審査方法 

第三者の専門家による審査委員会を設置し、審査委員による下記の審査基準に基づく書類選考を行い

ました。 

 

（３）審査委員 

委員長 大月 敏雄 東京大学 大学院工学系研究科教授 

委員 石井 敏 東北工業大学 教授 副学長・建築学部長 

委員 津久井 進 弁護士(日本弁護士連合会・災害復興支援委員会委員)       

委員 西村 将 石川県健康福祉部次長    

 

（４）審査基準 

① 実行団体としての適格性 

・申請事業に関する活動の実績等があるか 

・助成申請額に見合った事業実績や決算規模があるか 

・信頼できる組織か（地域における信頼と実績、情報公開、ガバナンス等を含む） 

② 事業目的との合致性 

・本事業の目的に合致した計画になっているか 

・「災害ケースマネジメント」の手法が導入された事業であるか 

・自治体の施策や地域のニーズに見合った事業であるか 

・行政等と連携した実施体制が構築されているか 

③ 計画の妥当性・実現可能性・継続性・公共性 

・事業計画や資金計画の内容に妥当性があり、実現可能であるか 

（事業の目的、方法、実施体制、スケジュール、予算、対象経費、目標設定等） 

・助成終了後も事業を継続するための出口戦略をもっているか 

（利用者・入居者・担い手の確保、助成終了後の収支計画、事業継続体制など） 

・自社の利益だけでなく、地域や他者の利益に資する公共性があるか 

・住民や関係人口の増加、地域の復興に資するアイデアや創造性がある 

 

４ 審査結果 

  審査委員会による審査の結果 4団体が助成対象（実行団体）として採択されました。 

  各団体の事業名、助成金額、事業概要等は次ページのとおりです。 
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「令和 6年能登半島地震の被災地への住民帰還対策緊急プロジェクト」実行団体および事業概要等 

 

実行団体 No.1 

団体名 社会福祉法人健悠福祉会 

申請事業名 被災地の福祉事業所で就業する福祉従業者のための職員宿舎整備事業 

事業の概要 

【目的】福祉サービスが十分に受けられないために、被災地である故郷に帰りたく

ても帰れない被災者がおられます。また、被災地の福祉事業所を離れざるを得なか

った福祉従業者や、復興を目指す地の福祉現場で働きたいと意欲をもっていても、

「住まい」の確保ができずあきらめる方もいる現状があります。 

これらの状況は、輪島市に特別養護老人ホーム「輪島荘」を運営する当法人でも、

まったく同様です。この地で暮らし続けたい、故郷に帰りたいというご利用者の願

いにお応えしたいと強く思っています。そのために、介護サービスを現場で支える

従業者が安心して働ける就業場所を確保し、福祉サービスの再建と被災地の復興に

貢献することをめざします。 

【事業概要】 

●特別養護老人ホーム輪島荘敷地内に、主に輪島市内の福祉事業所で働くことを希

望する職員を対象とした職員宿舎を整備します。 

●利用対象者は当法人の事業所に限らず「被災地域での介護就労定着モデル」の一

つとして、自治体、社会福祉協議会、介護事業者によるネットワークや支え合いセ

ンター等でその成果を共有し、今後に活かしてゆきます。 

●宿舎の利用については、 

・利用する従業者(家族含む)の利用料負担は水道光熱費及び共益費程度のみ(食費

は自己負担)とします。 

・利用期間に特に制限は設けませんが、就業地域での生活が安定して退去した

ら、他の希望者に速やかに利用できるような情報提供の仕組みを整えます。 

助成総額 
100,000,000 円   

（直接事業費 99,990,000 円、管理的経費 10,000円） 

選定理由 

震災後の切実な福祉的な地域課題を、具体的に解決する事が望まれている中で、課

題が明解で助成金の使途が分かりやすい活動である。エッセンシャルワーカーの確

保にあたり、入居者数や間取りが妥当だと感じられる。 

課題解決のためには、資金的支援を行わないと事業が展開できないことが理解でき

たため、将来のモデルの提示とも考え、能登地域全体に広まることの希望も託して

いる。 

 

実行団体 No.2 

団体名 社会福祉法人 長寿会 

申請事業名 デイサービス再開による利用ニーズ解決と職員の採用に向けた取り組み 
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事業の概要 

能登半島地震により、当法人の施設・事業所は壊滅的な被害を受けた。併せて、発

災後多くの職員が退職したことでサービス提供が困難となり、利用者は様々なサー

ビスを求め市外に避難することとなりました。 

市内のデイサービス事業所も同様の被害で、運営が継続できたのは２事業所のみと

なり、発災後２年経過したが、市内事業所の復旧が進まずサービス再開には至って

おりません。また、市外に避難した高齢者は、珠洲市に戻るには『介護サービスの

利用』が条件といった要望が多数寄せられております。 

当法人では懸案の一つである「職員の確保」に目途がついたことから、長寿園デイ

サービスセンターの給排水設備を応急修繕し、令和 7年 10月からデイサービス事業

を再開しました。未だ、キッチンや浴室の修繕改修には至っておりませんが、市内

の多くの高齢者の要望に応えることができており、加えて、市外へ避難した高齢者

が、珠洲市に戻ることの「きっかけ」につながることを期待しております。 

なお、当法人では、「長寿園居宅サービスセンター」及び「珠洲市地域包括支援セ

ンター長寿園」を運営しており避難先から珠洲市に戻る際の高齢者の住居環境等に

ついて珠洲市と情報を共有しながら相談に応じる体制を構築しております。 

この事業の再開により、震災からの生活再建を目指す市民の雇用の受け皿の一つと

なり、高齢者福祉の伸展と復興への礎の一つとなることを期待しております。 

助成総額 
100,000,000 円 

（直接事業費 97,696,000 円、管理的経費 2,304,000円） 

選定理由 

施設の状況や地域の課題から緊急度が高いため、早急に事業に着手していただきた

い。また、修繕内容においても少人数や車椅子の方が入浴可能な設計だけではな

く、従業員の腰痛対策も考慮されており、福祉サービスの提供を通して、地域の将

来を見据えた発展的な復旧計画であると感じた。 

 

実行団体 No.3 

団体名 中嶋レース株式会社 

申請事業名 輪島市東部地区介護復興事業 

事業の概要 

本事業では能登半島地震並びにその後の豪雨災害により甚大な被害とその後の人

口流出によって輪島市東部地区で失われた福祉の再開を目的としております。福

祉再開には施設の整備に加えて急務とされているのは福祉職員の確保でありま

す。賃貸物件の無い当地区においては、流出した職員の帰還、新規採用を進める

ためにはその職員が生活できる居住施設である職員宿舎の用意が不可欠で、今回

の申請に至っております。当事業によって職員宿舎を建設し、能登での福祉施設

再開を行います。施設がないことで帰還困難な方や家族、また地元で暮らし続け

たいが老後の生活を考えると不安という問題を解決するための一助となればと考

えています。 

認知症対応型共同生活介護とは、認知症となっても「なじみの関係」をつくり上

げ、生活上のつまづきや行動障害を軽減し、心身の状態を穏やかに保つ目的があ

ります。そのためにも、住み慣れた環境で生活し続けられる環境であることが重

要であり、その環境をつくりだすには介護職員が安心して介護にあたれる状況を

作ることが大きな礎となります。 

そして、本施設を拠点とし介護相談支援や交流の場として活用しつつ、地域の輪

を再開することで能登の復興機会を広げることへ寄与できる考えています。 

助成総額 
100,000,000 円 

（直接事業費 100,000,000 円、管理的経費 0円）  
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選定理由 

震災後、輪島市の町野地区に入所系サービスがなくなったという、地域の緊急性

や切迫性が高い中、輪島市と連携しグループホームを開所する上で、主に職員の

宿舎の建設に資金を使用する事業内容は、助成プログラムの趣旨に適切であると

判断した。緊急度が高く、自主的に職員宿舎の建設も考えているという意欲の高

さも感じた。また、現地を訪れた際に感じた状況の深刻さからも、本件の必要性

を強く実感している。 

 

実行団体 No.4 

団体名 株式会社ノトツグ 

申請事業名 登録有形文化財を活用したシェアハウス事業 

事業の概要 

能登半島地震により、住宅や地域コミュニティが大きな被害を受ける中、地域で働

く方や生活再建を目指す方など、住宅確保に課題を抱える方への住まいの確保が課

題となっている。また、被災した歴史的建物についても、修繕費や維持管理の負担

から活用が進まず、地域の交流拠点や景観が失われることが懸念されている。 

本事業では、七尾市一本杉通りにある登録有形文化財「北島屋茶店」を活用し、建

物を合法的に改修したうえで、住宅確保に課題を抱える方を対象とした共同居住ス

ペース及び居住相談機能を整備する。共同居住の対象者については、住宅確保に課

題を抱える方を基本とし、地域企業等で働く方や移住希望者など、多様な背景を持

つ方の受入れを想定する。居住者が地域住民や商店街と自然に関わりながら生活す

ることで、地域への定着やコミュニティ形成にもつなげていく。 

また、建物改修の過程においては、荷物整理や思い出の記録、建物見学等、地域住

民が参加できる機会を創出し、建物や地域の歴史を次世代へ継承する取組を実施す

る。建物の一部では、従来のお茶屋機能を活かした交流や体験の場を設けること

で、地域住民や来訪者が気軽に立ち寄れる環境づくりを進める。 

本事業では、建物改修と共同居住の運営体制整備、地域交流の仕組みづくり及び入

居募集計画の策定を行い、住宅確保に課題を抱える方が地域と関わりながら安心し

て暮らし続けられる環境づくりを目指す。 

助成総額 
69,971,500 円 

（直接事業費 68,937,900 円、管理的経費 1,033,600円） 

選定理由 

文化財を残すことを主眼にした事業にも見えるが、建物の所有者が住み続ける点

と、地域の復興に寄与する点において、極めて合理的な事業内容である。復興の資

源である建物とそれを継承しようと思う人々と、それを両方支援することで、新し

い種類の復興が目指せると期待している。事業の実現可能性も高く、提案内容も具

体的であると判断した。 

 

 

※助成金の算定根拠は、各団体から提出された事業計画書・資金計画書等に基づき算定しています。 

 

【参考情報】 

◆「令和 6年能登半島地震の被災地への住民帰還対策緊急プロジェクト」公募ホームページ 

 https://kyojushien.net/kyumin/2025k 

 

◆「令和 6年能登半島地震の被災地への住民帰還対策緊急プロジェクト」公募要領 

公募要領① 

https://kyojushien.net/wp-content/uploads/2025/10/No1-Kouboyouryou1.pdf 

公募要領② 

https://kyojushien.net/wp-content/uploads/2025/09/No2-kouboyouryou2.pdf 

 

◆休眠預金等活用法について（一般財団法人日本民間公益活動連携機構） 

https://www.kyuplat.com/kyumin/details/ 

 

以上 

https://kyojushien.net/kyumin/2025k
https://kyojushien.net/wp-content/uploads/2025/10/No1-Kouboyouryou1.pdf
https://kyojushien.net/wp-content/uploads/2025/09/No2-kouboyouryou2.pdf
https://www.kyuplat.com/kyumin/details/

